
経営比較分析表（令和6年度決算）
埼玉県北本市　北本駅西口市営駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡) グラフ凡例
当該施設値（当該値）

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入 － 類似施設平均値（平均値）

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ３Ｂ１ 非設置 駅 無 300 ■

無 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
➀収益的収支比率は、100％を超えており、健全性は
確保されていると考えられます。
②他会計補助金③駐車台数一台当たりの他会計補助
金については、他会計から補助金を繰り入れていな
いため０となり、独立採算による運営を果たしてい
ます。
④売上高GOP比率については、当施設は類似施設平均
を超え、施設の営業に関する収益率は高いと判断で
きます。
➄EBITDAとは、純利益から減価償却費などの影響を
排除した指標であり、当施設については、類似施設
平均以下となっています。事業の規模が小さいた
め、利益が少なく今後も慎重に経営状況を見ていく
必要があると考えています。

R02 R03

該当数値なし その他駐車場 広場式 12 10 100

R06R05 R06 R02 R03 R04 R05R04 R05 R06 R02 R03 R04

2,810.0 2,620.0 2,550.0 2. 資産等の状況について当該値 2,550.0 2,620.0295.8 247.1 当該値 0.0 0.0

平均値 383.4 338.4 1,268.9 2,075.9 1,433.6

0.0 0.0 0.0当該値 200.2 248.5 257.1

R04

⑥有形固定資産減価償却率については、当施設は地方公営企業
法非適用事業であるため、指標は算出されません。
➆敷地の地価については、固定資産台帳等によるものです。
⑧設備投資見込額については、過去の数値と整合性を図るた
め、昨年同様の算定方法（収支計画の営業費用から東西駐車場
委託料等を差引き、駐車場の台数の割合や年数を加味し算定）
により算出しています。令和６年度は、精算機をキャッシュレ
ス対応にしたことにより駐車場管理委託料が上がり、収支計画
の営業費用が委託料を下回ったことにより、マイナスの数値と
なっています。今後「北本市駐車場整備事業経営戦略」を見直
し、収支計画の営業費用につきましても、新しい委託料を加味
した数値を設定する予定です。
⑨累積欠損金比率については、当施設は地方公営企業法非適用
事業であるため、指標は算出されません。
⑩企業債残高対料金収入比率について、令和5年に当施設の精算
機の入替を行ったため、企業債残高対料金収入比率が平均値を
上回っています。今後、償還を行います。

3. 利用の状況について
⑪稼働率について、当施設は、類似施設平均を大き
く上回っており、駐車場施設としての需要は大きい
と判断されます。当施設は、駅周辺の店舗利用及び
駅利用者、通勤通学の送迎時の駐車場として設置さ
れたものであり、駐車開始から30分無料としている
ため短時間（30分以内）での駐車場利用が多いこと
から稼働率も高く、施設の利用状況は良好であると
判断できます。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 224.4 251.9 291.5 313.4 324.0平均値 10.2 5.1 1.9 3.3 3.8

R05R05 R06 R02 R03 R04

1,531 1,712 2,056 1,92359.6 当該値 1,167

R06

平均値 407 166 18 22 59

59.8 61.1 66.2当該値 0 0 0 0 0 当該値 50.0

平均値 2,576 4,153 6,140 9,344 6,621平均値 △122.5 8.5 26.6 35.4 27.3

2.資産等の状況

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
当施設については、北本駅西口駅前広場改修工事と
併せ、駅周辺の店舗利用及び駅利用者、通勤通学の
送迎時の駐車場として利便性向上を図るため設置さ
れたものです。
収益等の状況については、これまで収益的収支比率
は100％を超えており、安定していると見受けられま
す。利用の状況として稼働率も高い状況にあること
から適正な運用ができています。
また、駐車開始から30分無料としているため短時間
（30分以内）での駐車場利用が多いため、収益的収
支比率は類似施設平均を下回っていますが、目的で
ある駅周辺の店舗利用及び駅利用者、通勤通学の送
迎時の駐車場として市民の利便性向上に寄与してい
るものと考えられます。

20

⑧設備投資見込額(千円)

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06R06

△ 247

R02 R03 R04 R05

当該値    51.5 49.6

平均値      平均値  

  当該値 0.0 0.0 0.0当該値      

70.0 47.6 35.9 24.8    平均値 70.3
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①収益的収支比率(％)
【1,604.7】
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⑩企業債残高対料金収入比率(％)

【73.4】
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②他会計補助金比率(％)
【3.8】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【39】
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⑪稼働率(％)
【218.2】
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④売上高ＧＯＰ比率(％)
【2.0】

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【10,905】

該当数値なし 該当数値なし


